
2018年度 前期授業評価アンケート 顕彰科目担当教員コメント 

 

教員名 荻野勝子 

顕彰科目名 保育所実習指導Ⅰ（演習）７ 

●授業運営において工夫されている点 

 

90 分間の授業を私がどのような思いで取り組んでいるのか？学生たちにどのようにして伝えよう

としているのか？を理解してもらうことから始めました。 

 

幼児教育に携われることのすばらしさ、命を預かることの怖さ、そして喜び。 

 

体験を通して 丁寧につたえるように心がけています。 

 

幼稚園、保育園の先生にとっては必要不可欠な「手遊び」「歌遊び」「絵本の読みきかせ」「劇遊び」「制

作」「マジック」等々は まず私が楽しく笑顔で発表します。学生たちの前で発表するときは・・・・・

ある時は「歌のお姉さん？」、ある時は「マジシャン？」に変身です。 

 

常に眠気を催す学生、常に携帯電話に触れる学生に対しては、必ず声をかけ「今 ここ」 

を伝えます。 

 

制作等が不器用な学生に対しては「自分でやって！！」ではなく一緒に考えながら作り上げます。 

作り上げた喜びを皆で味わいます。 

あれこれ考えながら 思いを巡らせ 90分の授業を大切にしています。 

 

 

 

●今後取り組んでいこうと考えておられることなど 

 

指導案の書き方、実習ノートの書き方等 perfect なものは難しいですが 

全ての人が その指導案、実習ノート を見て 子どもたちの様子が目に浮かんだり 

指導している先生や保育士の援助の仕方が手に取るようにわかるような書き方ができるように 

指導していければと考えています。 

 


